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施設名

演題名 電気使用量の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

施設管理では今年度のあるべき姿として、自部署で修繕できる「幅」を広げ、なるべく業者を使わずコストダウ
ンに繋げる事を目標に掲げています。今年度のテーマである経費削減の中で2021年から2023年にかけて高
騰し続けている電気代にメスを入れるべくまずは電気使用量の削減に着手しました。施設管理の目標に沿っ
て自分達でまず出来る事を最優先として考え院内照明のLED化を低コストで行えるよう取り組みました。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 18

リーダー名
（職種）

回

活動期間

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）電気使用量

（目標値）2022年度同月比　4800kw削減

①院内照明全てのLED化（業者使わず自部署で）
照明器具の種類・形式の確認、LEDサンプルを取寄せて点灯試験を実施し問題ないか確認してから購入。
日常業務に影響がないように、役割分担して交換作業をおこなった。

②電気工事士の取得
LED蛍光灯交換後も器具の経年劣化による故障が考えられる為、低コストで自部署で修理ができるように資
格取得へ

（実施前）①2022年 １１月の電気使用量     61034kw
　　　　  　②電気工事士取得者　０人（施設管理課） 照明器具に不具合があった時は業者に依頼

（実施後）①2023年 １１月の電気使用量  　 56169kw➜4865kw 削減
　　　　　　②電気工事士取得者　１人（施設管理課）照明器具に不具合があった時は部署内で修理ができる

①電気使用量の毎月のモニタリング・評価
②職員への節電啓蒙活動（夏季・冬季　切り替え時期に施行）

中平
なかひら

　輝
てる

高
たか

(営繕)西伊豆健育会病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

③管理部門

２０２３年５月～２０２３年１１月（７か月間）

取り組種別 課題達成型

中平　輝高(営繕)

藤井　小百美 経理

山本　多見子 相談員

コストカッター

③テーマに合わせて形成したチーム活動

中平　輝高 営繕

営繕森　卓也

鈴木　洋行 営繕



院内の照明について調査しました。当院でLEDを使っている照明は、わずか3％でした。

LEDへの交換が、先ずは最優先と考えました。

テーマ選定

現状把握

院内全体の照明の電気使用量と、LEDに交換した後を比較しました。

LED交換で一か月約4800ｋｗの削減できる事が分かりました。

使用電力量は、2021年から2022年の４月・５月と比較しても、少しづつ減っているにもかかわらず、

電気料金は、着実に上昇しています。このままでは、どんどん増えて行く事が目に見えています。



目標設定

課題の明確化

LED蛍光灯に交換し、

交換後の対応も、なる

べく低コストで、全て自

部署で完結出来るよう

に考えました。

成功のシナリオの追求

成功のシナリオの実施

・院内全ての照明器具をLEDに交換する為に、業者依頼した場合と比べ、自部署で交換した場合には約400万円～

500万円程のコスト削減が可能となります。

・照明器具の台数が多い為、万が一購入したLED蛍光灯が点灯しなかったという事がないように、先ずは器具の種

類を調べ、調べた３種類ある照明器具にサンプルのLED蛍光灯を取付て、１か月ほど点灯試験行い、問題ないか確

認し、慎重に作業を進めました。

・経年劣化による照明器具内の安定器が故障すると、専門業者に依頼する事になり、現在は年間２０万円ほどか



★『電気工事士』の資格取得できた事で！

・LED蛍光灯に交換後に器具の修理・交換が４件発生

業者に依頼すると８万円→２万円で交換できた！６万円の削減

・器具の経年劣化があり2021年2022年の器具の交換費 年間約20万円

同じように交換したと考えると約５万円となる！年間１５万円の削減見込

・残り蛍光灯(約360台)全て交換すると！５００～６００万円の削減となる

効果の確認
使用電力量は、昨年よりは減少傾向にありますが、

LEDに交換した効果が出ていない！

電気使用量は照明だけでなく他の要因によって影

響されている可能性があると推測して、２０２２年、２

０２３年の気温調査を実施。

【有形効果】

【波及効果】

★(『電気工事士』の資格取得できた事で！

・エアコンの故障にも対応できるようになった

・エアコンエラー ８件発生

業者に依頼すると３５万円→１０万円で交換できた！２５万円の削減

・器具の経年劣化があり、2021年・2022年の故障対応 年間約40万円

同じ様に故障したと考えると約１０万円となる！年間３０万円の削減見込標準化

今後

最終的に昨年度同月と比べてると全ての

月において4800kw以上の削減がされて

おり、目標達成です。


